
大阪府警における DV事案の対応状況 
１ 大阪府警における DV 事案対応件数 

（１）DV 対応件数（平成 28 年～令和２年） 

大阪府警におけるDV対応件数は、過去５年で1,304件増加しており、増加傾向にある。 

（全国第１位） 

 
（２）被害者と加害者との関係（令和２年中） 

被害者と加害者との関係は、婚姻(元)関係、同棲(元)関係、内縁(元)関係の順となっ

ている。 

  
（３）対応時間帯（令和２年中） 

DV 事案を対応した時間帯は、執務時間内が 2,150 件、休日・夜間帯が 8,086 件となっ

ており、限られた人数で DV 事案の対応に当たっている現状にある。 

       
２ 大阪府警の体制変遷 

 ストーカー・ＤＶ対策室に初動支援班（三部制）を設置（平成 28 年４月） 

  人身安全対策室を 70 人体制で発足（平成 31 年４月） 

  人身安全対策室を 78 人体制に増員（令和３年４月現在） 

３ 今後の方針 

（１）適切な相談対応の継続 

（２）事案対応力の向上 

（３）組織的な事案対応による被害者の安全確保 

（４）関係機関との連携 
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